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男女共同参画推進フェスティバル開催 !!

　

２
月
16
日
、
山
梨
県
立
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
富
士
に

お
い
て
、「
第
16
回
都
留
市
男
女
共

同
参
画
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
震

災
に
今
学
び 

広
げ
よ
う 

つ
な
げ
よ

う
参
画
社
会
」と
題
し
、
先
の
震
災

か
ら
得
た
様
々
な
知
見
な
ど
を
学
ぶ

中
で
、
参
画
社
会
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時

の
避
難
所
な
ど
に
お
い
て
、
女
性
の

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
せ
ん

た
く
ネ
ッ
ト
」を
立
ち
上
げ
た
宗
片

恵
美
子
氏
の
講
演
会
を
は
じ
め
、
都

留
文
科
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム「
Ｖ
Ｓ（
バ
ー
サ
ス
）」に
よ
る

活
動
発
表
、
都
留
文
科
大
学
環
境
教

育
サ
ー
ク
ル「
Ｇ
Ｗ
Ｌ（
グ
ロ
ウ
・
ワ

イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
）」の「
森
の
幼
稚

園
」開
設
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

■（上）当日講演を行ってい
ただいた、宗片恵美子氏。
防災や災害からの復興に、
女性ならではの視点を加え、
避難所などの運営に役立て
ていくためのお話をしてい
ただきました。■（下）オー
プニングセレモニーとして
宝保育所の園児たちが「火の
用心行進」を行いました。

未来を拓く都留まちづくり会議、
市内５カ所にて開催！

　

こ
の
会
議
は
、
市
の
重
要
な
計
画

の
策
定
や
、
政
策
の
決
定
な
ど
を
行

う
際
、
地
域
ご
と
に
会
議
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う

た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
て
、
全
国
的
に
災

害
に
対
す
る
取
り
組
み
が
加
速
し
て

い
る
こ
と
や
、
同
年
9
月
の
台
風

12
・
15
号
が
市
内
に
も
た
ら
し
た
被

害
を
教
訓
と
し
、
同
月
に
策
定
し
た

「
都
留
市
震
災
対
策
強
化
推
進
計
画
」

に
も
と
づ
き
、
市
で
制
作
を
進
め
て

い
る「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
程
は
、
２
月
６
日
を
初
日
と
し

■会議では、非常に活発な意見交換が行われました。また、
お忙しい時間帯にもかかわらず、非常に多くの方のご参加を
いただきました。本当にありがとうございました！

て
、
市
役
所
３
階
大
会
議
室
、
７
日

に
東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
12
日
に
禾
生
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
13
日
に
盛
里
公
民

館
、
15
日
に
宝
公
民
館
に
お
い
て
開

催
を
し
ま
し
た
。
各
地
域
と
も
、
非

常
に
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
忌き
た
ん憚
の
な
い
ご
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
に
お
い
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
各

案
件
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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避難所・避難場所の見直し及び一時変更について

　

市
で
は
昨
年
度
、
山
梨
県
に
よ

る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
特
別

警
戒
区
域
の
指
定
が
市
内
全
域
で

終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ま
た
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
合
わ

せ
て
、
避
難
所
・
避
難
場
所
の
全

体
的
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

避
難
所
・
避
難
場
所
は
、
原
則

と
し
て
同
じ
施
設（
主
に
学
校
施

設
）を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
土
砂

災
害
の
際
に
影
響
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、「
土
砂
災

害
」に
か
か
る
災
害
時
に
は
、
近
隣

の
他
施
設
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

【
避
難
所
と
避
難
場
所
が
違
う
施
設
】

・「
都
留
市
民
総
合
体
育
館
・
都
留

文
科
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
」は
、
隣
接

の
別
施
設
で
す
。 

・「
都
留
第
一
中
学
校
・
住
吉
球
場
」

は
、
都
留
第
一
中
学
校
校
舎
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
一
部
警
戒
区
域
で
す

の
で
、
避
難
所
は
都
留
第
一
中
学

校
体
育
館
で
す
が
、
避
難
場
所
は

住
吉
球
場
と
な
り
ま
す
。 

【
土
砂
災
害
時
に
は
避
難
所
・
避
難

場
所
と
し
て
使
用
し
な
い
施
設
】

・
川
棚
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

・
都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校

・
与
縄
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

【
新
規
に
避
難
所
等
と
す
る
施
設
】

・
下
谷
地
域
の『
寿
町
・
弁
天
町
・

長
者
町
・
深
田
・
新
明
町
・
新
井
・

鷹
ノ
巣
・
羽
根
子
地
区
』に
つ
い
て

は
、
４
月
よ
り「
下
谷
体
育
館
」と

な
り
ま
す
。

・
文
化
会
館（
Ｙ
Ｌ
Ｏ
）に
つ
い
て
は
、

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
福
祉
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
る「
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
都
留
」の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

し
て
使
用
し
ま
す
。 

　
 【

一
時
的
に
避
難
所
・
避
難
場
所

と
し
て
休
止
す
る
施
設
】

・
上
谷
地
域
の
谷
村
工
業
高
校
が

避
難
所
・
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在「
谷
村

工
業
高
校
」は
工
事
中
で
す
の
で
休

止
と
し
、
工
事
終
了（
平
成
29
年
度

末
予
定
）ま
で「
谷
村
第
一
小
学
校
」

と
な
り
ま
す
。 

● 

避
難
所
・
避
難
場
所
の
一
覧
に

つ
い
て
は
、
４
月
に
配
布
予
定
の

「
都
留
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
も
掲
載
し
ま
す
。

地域 地　　区
災害時避難所・避難場所

地震などの災害時 土砂災害時

谷　村

楽　山
　避難所：市民体育館
　避難場所：都留文科大学
　　　　　　グラウンド

※谷村工業高等学校は工事中のため、
平成29年度末頃まで「谷村第一小学校」

田原・田原団地・上町・上天神町 谷村工業高等学校 ※
川棚・旭ヶ丘 川棚営農指導センター
仲町・下町・高尾町・横町・栄町・城北町・
田町・幸町・新町・下天神町・早馬町 谷村第一小学校

寿町・弁天町・長者町・深田・新明町・新井・
鷹ノ巣・羽根子

下谷体育館 ※
※4月から使用可。3月末までは、

「都留第二中学校」

三　吉

開　地

上小野・大津・下細野・上細野・菅野 都留文科大学附属小学校
法能・住吉町・日の出町・熊井戸・緑町・
下小野・中小野・権現原・西海戸・熊井戸
団地

避難所：都留第一中学校
避難場所：住吉球場

東　桂
十日市場・蒼竜峡団地・桂町・下夏狩・上
夏狩 東桂小学校

鹿留古渡・鹿留宮下・鹿留沖・境 東桂中学校

宝
金井・中津森・上大幡・下大幡・高畑・サ
ンタウン宝・サンタウン平栗・厚原・平栗・
加畑

宝小学校

禾　生

盛　里

与縄日影・与縄日向・与縄上手 与縄営農指導センター
古川渡・川茂・井倉・九鬼団地・井倉団地・
サンタウン井倉 禾生第一小学校

田野倉・田野倉団地・小形山 禾生第二小学校
月見ケ丘・四日市場・富士見台 都留第二中学校
馬場第一・馬場第二・神門・久保・曽雌第
一・曽雌第二・大平・朝日団地 旭小学校

市内全域
都留市文化会館

※市内全域及び「福祉避難所」としてのバックアップとして、
避難所のみで使用

■避難所・避難場所一覧

「避難所」とは、災害時に住居
などが被災し、またはおそれ
がある方々が、一時的に生活
をするための建物です。

「避難場所」とは、災害時に避難
所などへ移動するため、また、
一時的に避難するために集ま
る、広くて安全な土地です。
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